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１ ホテル概要 

ホテルオークラチェーン コンセプト「Best ACS」 

 設備(Accommodation) 

 お客様の満足を第一とした最高品質の提供 

 

 料理(Cuisine) 

 洗練された４つのレストラン（洋食2､和食1､中国料理1） 

 

 サービス(Service) 

 最高品質のおもてなしを提供し、常にお客様本位で行動   
いたします。 

 

ホテルオークラ東京ベイのコンセプト 

「Elegance & Hospitality」 



 エコマーク認証に向けて 
 当社は2008年から本格的にECO-CSRを推進し、 
 2013年にホテル開業25周年を機に環境方針を 
 新たに掲げました。 
 

 ホテル運営において低炭素化社会の実現に寄与する。 
 環境への配慮を日々、怠らないようにする。 
 地域一体となり、ゲスト、従業員、取引会社などに  
 ご協力いただきながら環境負荷低減に努める。 
 

 エコマークの認証取得は2014年1月。 
  国内2番目、リゾートホテルで初めての認証。 

２ エコマーク認証取得について



３-1 環境コミュニケーション

エコドライブ10看板の設置 
電気自動車レンタカー看板設置 

充電スタンドの設置と 
電気自動車レンタカー 
サービス（日産リーフ） 



３-2 環境コミュニケーション

フロントロビー、フォトスポットの植栽に、 
二酸化炭素の吸収量が多い観葉植物を配置。案内板を掲示。 
裏面はエコメッセージボード。 

フロントロビーフォトスポット 



３-3 環境コミュニケーション

エコクイズラリーを実施。参加者には、間伐材を使用したエコ鉛筆とエコメッセージカードプレゼント。 
また、朝食バイキングで食べ残しをしなかったお子様にもエコメッセージカードをプレゼントし、 
エコについてのメッセージを記入いただき、メッセージボードに貼付、エコメッセージは、市内神社で
ご祈祷いただきました。 

フォトスポットの裏側 



３-4 環境コミュニケーション

キャンドルナイト（一部照明を減灯・消灯） 
⇒CO2削減/ライトダウンキャンペーンへの参加 



３-5 環境コミュニケーション

「エコ水位シール」にご協力いただくことで、
約83ℓのお湯と、お湯を沸かす際に発生する
二酸化炭素を抑制。 
また、排水量も抑制されるため環境配慮に 
ご協力いただくことになります。 

 

 

 

 



３-6 環境コミュニケーション

寝装具やタオル類の交換を希望制とすることで洗濯水などの節水につながります。 
利用者にはカーボンオフセット付“ＱＵＯカード”を進呈しております。 



３-7 環境コミュニケーション

「植樹祭」未来のために森をつなごう 
 ～うらやす絆の森 に参加。 
     浦安市長と記念撮影 

「植樹」の様子 



３-8 環境コミュニケーション

浦安市主催「ゴミゼロ運動」や 
「喫煙マナー向上・ポイ捨て防止合同キャンペーン」に参加 



３-9 環境コミュニケーション

「まるごみ浦安」に参加 



３-10 環境コミュニケーション

ホテル館内バックスペースの 
節電パトロール 



３-11 環境コミュニケーション

浦安市クリーンセンター（浦安市千鳥）を見学 



 省エネルギー・省資源・廃棄物の削減、 

 リサイクル、グリーン購入を促進し環境負荷  

 低減に努めます。 

 環境目標を設定し、定期的な見直しを行い環
境保全活動の継続的な改善と向上を図ります。 

 「環境方針」はすべての従業員に文書化して
周知し、ホテルホームページ等で一般にも公
開しています。ホテル利用者に対して啓蒙活
動や環境イベントを通じて環境配慮の協力を
呼びかけて参ります。 

４ 省エネルギーに関して



ＧＰＮへの積極的な参加、購入。 

環境負荷低減につながる地域コミュニ
ティー活動への積極的な参加。 

従業員へもゲストへも無理なく自然に参
加できるような活動を推進。 

宿泊業における環境負荷低減のリーディ
ングカンパニーとしてエコ活動を継続、
進化させていく。 

５ 今後の展開



ご清聴ありがとうございました


